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● セミナーの受講申込みについて ●
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『生分解性評価』 セミナー申込書 ※ご希望の受講形式どちらかにチェックを入れて下さい⇒＜■LIVE ■ｱｰｶｲﾌﾞ＞

会社・大学
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お名前

　左記の欄に必要事項をご明記の上、FAXで

ご送付ください。弊社で確認後、必ず受領の

ご連絡をいたしまして、受講券・請求書をお送

りいたします。

　セミナーお申込み後のキャンセルは基本的

にお受けしておりませんので、ご都合により出

席できなくなった場合は代理の方がご出席く

ださい。

     〒135-0016　東京都江東区東陽3-23-24　VORT東陽町ビル7階
TEL)  03‐5857‐4811  FAX)  03‐5857‐4812  URL)  https://www.rdsc.co.jp/

NO. 2504105

生分解性プラスチックの

　　　　　　環境中での分解メカニズムと評価手法

◆日時：【LIVE受講】2025年4月17日（木）　13：00～16：30

　　　　　【アーカイブ受講】2025年4月21日（月）～28日（月）

◆形式：ZoomによるWEB配信

◆聴講料 ： 1名につき49,500円（税込、資料付）　

お申込み･振込に関する詳細はＨＰをご覧下さい。
　　⇒　https://www.rdsc.co.jp/pages/entry

個人情報保護方針の詳細はＨＰをご覧下さい。
　　⇒　https://www.rdsc.co.jp/pages/privacy□Eメール　　□ 郵送 会員登録（無料）　※案内方法を選択してください。複数選択可。

◆講師：（一財）化学物質評価研究機構　東京事業所 高分子技術部　副長　田口 浩然　氏

・プラスチックメーカー、成型加工メーカー、繊維メーカーの研究開発・製造販売に携わる方（初心者から中級者まで）

≪質疑応答≫

【プログラム】

【受講対象】

※職場や自宅のPCでオンライン会議アプリZoomを使って受講できます。受講方法は申込後にご連絡いたします。

・生分解性プラスチックの分解メカニズムの基礎
・生分解性プラスチックの評価手法
・生分解性プラスチックに関する認証とその動向
・生分解性プラスチックの実用化に向けた課題と今後の展望

【習得できる知識】 ２．プラスチックゴミ問題に対する法律・規制・取組み
　・国際的な取り組みと条約
　・各国の法規制及び取組
 
３．生分解性プラスチックの基礎知識
　・生分解性プラスチックの定義と種類
　・生分解のメカニズム
　・生分解性プラスチックの生分解性と環境条件の関係
　　（温度、湿度、微生物の種類による分解速度の違い）
 
４．生分解性プラスチックの識別表示
　・生分解性プラスチックの認証制度
　　（OK Compost、BPI、DIN CERTCOなどの国際規格）
　・各国の識別マークと消費者向け表示
　　（バイオマスマーク、日本バイオプラスチック協会の認証）
 
５．生分解性プラスチックの生分解性評価
　・生分解試験法の概要
　　（ISO 14855、ISO 14851、ISO 15985などの試験方法）
　・生分解評価の環境条件
　　（コンポスト、土壌、海洋、水中環境での試験の違い）
　・試験装置と測定方法
　　（CO2発生量測定、重量減少測定、分子量変化の分析）
　・フィールド試験

６．生分解性プラスチックの開発動向と海洋生分解性の評価法
　・最新の生分解性プラスチックの研究開発
　　（高機能化、生分解速度の向上、コスト低減）
　・海洋生分解性試験法の現状
　・今後の課題と展望

★HPはこちらから ⇒ https://www.rdsc.co.jp/seminar/2504105

　近年、プラスチック廃棄物による環境負荷の低減を目的として、生分解性プラスチック
の開発と利用が進められている。しかし、その環境中での分解挙動は、材料特性や分
解環境の影響を大きく受けるため、目的に応じた環境条件で評価することが重要であ
る。
　本講演では、生分解性プラスチックの環境中での分解メカニズムについて解説し、特
に微生物による分解プロセスや表面劣化の進行について紹介する。また、分解特性を
適切に評価するための試験方法として、標準試験法に加え、環境中での実態に即した
評価手法や加速試験の活用についても紹介する。さらに、分解評価において考慮す
べき課題や、今後の展望についても触れ、持続可能なプラスチック利用に向けた科学
的視点を提供する。

【講座の趣旨】

１．プラスチックゴミ問題と環境汚染
　・プラスチックの大量生産と廃棄の現状
　　（生産量の推移、廃棄量の増加、リサイクル率の問題）
　・環境中に蓄積するプラスチックゴミ
　　（海洋プラスチック、マイクロプラスチックの発生源）
　・プラスチックの劣化と長期的影響
　　（紫外線や摩耗による劣化と微細化、完全分解の困難性）
　・生態系への影響
　　（海洋生物の誤食、生物濃縮、化学物質の吸着・放出）

セミナーお申込みＦＡＸ
０３－５８５７－４８１２

※お申込み確認後は弊社よりご連絡いたします。

1名分料金で
　2人目無料

※会員登録（無料）をしていただいた方には下記の割引・特典を適用します。
　　　・1名でお申込みされた場合、1名につき38,500円（税込）
　　　・2名同時でお申し込みされた場合、2人目は無料（2名で49,500円（税込））


